
多文化共生社会の実現に向けて、市民の国際意識の更なる高揚を図り、地域に根ざした国際交流を通じて在住外国人
との相互理解と友好を深め、だれもが安心して暮らせるまちづくりに寄与することを目的とする。

多文化共生に係る施策に重点を置いた事業をより一層、展開していく。

今後の
方向性

国際化時代を担う人材を育成する国際交流
元気創造都市

施
策
の
大
綱

生涯学習部文化・スポーツ振興課

事業： 国際交流事業 0023

08

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第3章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

市民の視点から国際協力、多文化共生に至るまでの幅広い事業を展開す
ることにより国際化施策によるまちづくりに貢献した。B

当初の計画どおり、事業を進めることができた。

A
B

A

目

標

市民レベルでの国際交流活動に加え、地域のさまざまな主体による幅広い分野での国際交流活動をより一層活発化す
るとともに、在住外国人が暮らしやすい環境づくりを推進する。
・多文化共生の視点を重視した事業展開
・在住外国人向けの各種ガイドブックの作成等

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

11,918

6,879

0.65

0.00

6,020

0

0

859

一人あたり

世帯あたり 252

109

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

6,731

6,068

0

0

663

11,340

0.60

0.00

240

103

148

-48

0

0

196

578

0.05

0.00

12

6

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
B

A

人件費

公債費

内
訳

5,039

0

事業費（決算額） 6,879

4,609

0

6,731

430

0

148 (千円)

 (千円)

 (千円)
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